
１．特許第7569036号について

特許第 7569036 号
「配管接続機構､配管接続方法､及び配管接続装置」

第一熱処理工業（本社＝千葉県船橋市）は、東京大学レアース泥開発推進コンソーシア

ムの賛助会員として参画する中で、焼き嵌めによる大水深用ライザー管接続技術を開発し、

特許第7569036号を取得した。

この特許技術によれば、国内で流通している16インチ鋼管をつなぎ合わせることによって、

内径４00ｍｍを確保しながら海底6000ｍまで到達できるという。焼き嵌め自体は既存技術

であり、新規性は無いが、同社でこれまで培ってきた石油、ガス、地熱発電などで使用する

掘削用ドリルパイプおよび関連部品を製造するノウハウを活かして、焼き嵌め温度、冷やし嵌

め温度、接続部の形状、鋼管の熱処理方法などの組み合わせを規定することで、進歩性が

認められ特許に至った。

下図に示すように、焼き嵌めはフランジ接続で必要な溶接やねじ締結接合で必要なねじ

切り代が不要である。従って、溶接では制約がある炭素当量を上げられ、熱処理による高強

度化が可能であり、鋼管の薄肉化による軽量化が図れる。加えて、従来の接続方法では、

強度的に弱点となっていた接続部を、接続管が補強リングとして機能するので、潮流や横波

などの横方向に作用する力に対して有利である。

同社では、深海に賦存するレアース泥などの有価金属の回収を早期に実現できる要素技

術の一助として、東京大学レアース泥開発推進コンソーシアムにこの技術の適用を提案して

いる。
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